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研究成果の概要（和文）：イネゲノム中で 35％を占めるトランスポゾンの多くは不活化されて

いるが、我々は内在性で活発に転移する DNA トランスポゾン nDart1 を同定して解析してきた。
nDar１の転移には自律性因子 aDart1-27 が必要であるが、通常の系統では DNA のメチル化によ
ってエピジェネティクに抑制されている。アフリカの野生イネゲノム中に、nDart1 の転移を抑
制する因子が存在することを見いだした。抑制因子は aDart1 の転移酵素の転写を転写後に制御
している事を明らかにした。 

 

研究成果の概要（英文）： 
Whole rice genome, which transposon content is 35 %, was sequenced with high accuracy 
and informative for transposon research. An active rice transposon nDart1-0 element was 
identified as a causative element for the mutable virescent line that shows green sectors 
in the virescent yellow leaves. The transposition of nonautonomous nDart1-0 element 
requires transposase supplied from an autonomous aDart1-27 element. An introduced 
aDart1-27 element from other variety by crossing has kept the active state. However, a 
hybrid line obtained by interspecific cross between an African wild rice species, Oryza 
longistaminata, and a mutable virescent line showed the only green leaf phenotype even 
though it carried both the nDart1-0 and aDart1-27 elements. Genetic analysis indicated 
the inhibition of nDart1-0 transposition was caused by a factor derived from Oryza 
longistaminata. It was revealed that the inhibitory factor regulated transposase mRNA 
in a posttranscriptional manner. 
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１．研究開始当初の背景 

イネのゲノム中に多く存在するDNA トランス

ポゾンのうち、転移できる因子は限られてい

る。例外的に自然栽培条件下で活発に転移し

続けるDNA トランスポゾンnDart1-0 は非自

律性なので、転移に必要な転移酵素は、自律

性因子aDart1-27 から供給されるが、その

mRNA は限られた系統においてのみ発現でき、

世代を越えても通常は低下しない。しかしな

がら、アフリカの野生イネゲノム中に、転移

酵素のmRNA を消失させnDart1-0 の転移を抑

制する優性の因子が存在することを見いだし

た。 

 

２．研究の目的 

抑制因子は、1 因子であったので、同定し抑

制機構の解明に取り組む。予備的な知見では

抑制因子は、新規の抑制機構をもっている可

能性が高い。抑制機構の解明と改変をおこな

い、DNAトランスポゾンを人為的に制御するこ

とによって、イネの遺伝子機能解析に貢献す

ることを目指す。 

 
３．研究の方法 

(1)Dac の同定 

 

ポジショナルクローニングにより候補領域を

狭めた後に、Dac の構造を決定する。 

 

(2)Dac によるトランスポゾンの抑制の仕組

みの解明 

 

Dac によるトランスポゼースmRNA の消失は、

転写抑制なのか、転写後抑制なのかを明らか

にする。 

 
４．研究成果 

(１)Dacの同定 

Dacが1因子であることを確認したので、ポジ

ショナルクローニングを試みて、200 kbの領

域に候補領域を特定できた。Dac候補領域の予

備的な解析では、イネのリファレンス配列の

日本晴と比較して多くのレトロトランスポゾ

ンの挿入が確認されたが、Oryza 

longistaminataの全ゲノム配列の解析を試み

て、Dacの同定を進めることにした。Dacは

aDartと短い相同性配列をもつケースを想定

して、予備的な解析ではnDart/aDart類似配列

の検出を行った。その結果hATファミリーの属

するトランスポゾンの転移酵素を同定できた

ので、Dacとの関連を明らかにする予定である。 

 

(2)DacによるnDart/aDartシステムの抑制機

構の解析 

 

Dac存在下でnDart1-0の脱離が抑制されてい

るときには、aDartからの転移酵素トランスポ

ゼースのmRNAの検出ができなかった。即ちDac

によるnDart1-0の転移の抑制は、転移に必要

な末端反復配列やサブターミナル領域へのト

ランスポゼースのアクセスの抑制ではなく、

トランスポゼースタンパク質の消失が原因で

ある。そこで Run On実験により、Dacによる

トランスポゼースmRNAの消失が転写の抑制 

なのか、転写後抑制なのかを調べたところ、

転写後の抑制であることがあきらかになった。

これは唯一同定されているトランスポゾンの

抑制因子のMu Killerとは異なった新規の抑

制機構をもっていることを示している。Dac

の抑制は、分離した次世代ですぐに解除され

ているので、aDartをメチル化などで抑制して

いない可能性が高いことも示された。そこで

Dacの全体像を解明するために、Dacの同定に

集中して解析を行うこととした。 
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